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在日ベトナム人伝道

実践編 大塩 英人



今日のお話

（A）トラクト、ビラ

（B）訪問（余市カナンの丘キリスト教会の実践）

（C）壁新聞（和歌山日本基督教団長老の実践）

（D）どういう未来が来るのか？

（E）提言



ビラ（カード）



ビラ（カード）



ベトナム語版トラクト（表）



ベトナム語トラクト（裏：本文）



考えられる設置場所は？

例：

 ベトナム料理の食材店

 ベトナム料理のレストラン

 YMCAなど、日本語学校

 ミッションスクール、特に留学生課

 アパートのオーナー

 ベトナム人技能実習生が多い会社の社員寮

 在日韓国人、ブラジル人、ネパール人などの諸教会

 生活困窮者施設、障碍者施設などNPO

 成功例はまだ無いけど、国際交流センター（協会）等



例１、日本語学校 

（北九州YMCA日本語学校）



例２、ミッション系大学・短大
（梅光学院大学＠下関市）



例３，ベトナム・レストラン・食材店＠岡山市

注意：店員にビラを渡してもほぼ無効。オーナーに渡すこと。



訪問
（余市カナンの丘キリスト教会）
経緯

 松崎牧師から私への連絡。

 松崎牧師はJTJ宣教神学校を20才で卒業し、現在26才。

 本郷台キリスト教会にいた時にホームレス伝道、サッカーミニス
トリーなどを行っていた経験がある。

 そして、JTJホームページから大塩を知った。

 余市には今年１月に赴任したばかり。

 教会は農業法人の経営者親子が設立して、既に９年経っている。

 通常時の礼拝参加者は、一桁。

 その農業法人には25名の農業技能実習生がいるが、国籍は

ベトナム人11名、中国人10名、他ミャンマー人、ネパール人等。



訪問
（余市カナンの丘キリスト教会）
 今年６月から松崎牧師と大塩とのやり取りがはじまった

 まずは社員であるベトナム人農業技能実習生に声を掛けたいが

どうするか？

 ベトナム語で名刺を作って、牧師である事を認知してもらう

 次に、大塩が余市まで行って日曜礼拝で出席する事を決めた

 在日大韓基督教会平野教会のベトナム人グループでリーダーの一人で
あるバオさんに、同時通訳者になってもらうアレンジをした

 Zoomで同時通訳をするための音響機器が教会堂で機能するか、

ハウリングなどしないかを予行練習した

 当日直前に、ベトナム人の方々が11名集まってくる事が確認できた

（そのうち信徒は１名だけだったのに）



松崎牧師と会堂



I-Pad が大活躍 ＝＞違和感なしの同時通訳



集うベトナム人たち、賛美し、祈った



ベトナム人たち、交わりをしていった



これは、一つの奇跡なんです

 そもそも人口12,000の町に教会が３つもある奇跡

 収穫期で、とても忙しい時期に時間を割いてくれた信徒の
方々の信仰

 普通、雇用主が声を掛けたからといって教会に人が来るなど
ないのに

 中国人の技能実習生たちが、ベトナム人たちだけ何で？と

うらやましそうに見ていた

 うまくいきませんでしたが援軍を送るようにJTJ宣教神学校
も動いてくれていた

（一致する力を弱める各個教会主義の打破を！）



学び １．

 既にインターネットの時代に入って久しい。発想を豊かに。

仮に説教者がその場にいなくとも、Zoomで同時通訳の礼拝は

できる。

 人口12,000人の町で出来るのだから、日本中のどこの教会で
でもできる。

 サポーター（VBTJ）は、そばにいる。繋がってさえいれば。



和歌山の橘さんの事例
経緯

 2021年4月、VBTJホームページ経由で日本基督教団和歌山教会長老の
橘さん（定年退職したミッションスクールの国語の先生）から、

近くにベトナム人技能実習生がいてベトナム語聖書と三浦綾子さんの

本を配りたいので購入したいと連絡を受けた。

 当然無償でお送りすると同時に、いろいろ事情をうかがった。

 ベトナム人の寮は、橘さんの弟さんが経営している会社の社員寮

 ベトナム人は３０人くらいで、６人ほどカトリック信徒がいる。

 彼らは日曜日は疲れていて教会に行けない。

 彼らと近づくために、橘さんの御自宅へご飯を食べに来るようにと
橘さんは自分の証とともに心温まるレターを書いた。

 VBTJは、その日本語をベトナム語に翻訳した。



疲れたベトナム人との関わり

その後、橘さんは学級新聞のような壁新聞
を作成し、寮の壁に張り出した！







学び ２.

 信徒のなかに現役または元国語教師はいないか？

または、学級担任をしたことのある“教師”はいないか？

（賜物を最後まで用いるということ！）

 お便り形式は心がこもる。

しかも、フリガナを使う事で言語習得レベルは関係がなくなる。

 そして、ベトナム人にも記事を書いてもらう事で、

表現（output）してもらう事で、壁新聞自体が

コミュニティを体現する。



どういう未来がくるのか １.



どういう未来がくるのか ２.

 逆三角形の人口構成は、その逆三角形の構造自体が変わら
なければ、５０年経っても、１００年経っても、１５０年
経っても継続するのは自明である。

 そのようなものが主のご計画であるはずはない。

 ５０年先に行うのか、１００年先に行うのか？？

 次世代への負の遺産を解消するのであれば、なぜ今から

やらないのか？



オレンジのビラ、学級新聞からの発展を １.

 提言１：まず、信徒が、教会に対するイメージの転換を！



オレンジのビラ、学級新聞からの発展を ２.

 提言２:  このビラを、中国語、ネパール語、ミャンマー語

など 、他の言語に展開できないか？

 提言３：“教会”があなたを呼んでいるというメッセージで

はなく、“おじいちゃん・おばあちゃん”が

あなたを呼んでいるという形式にできないか？

（グリーン版でVBTJホームページにあるので、

ダウンロードして印刷するだけ）



オレンジのビラ、学級新聞からの発展を ３.

 提言４:  広い教会堂があるのであれば、ベトナム人や

その他の国籍の方を呼んでサッカー観戦をする、

また、バンドの演奏の会場として会堂を開放するなど

できないか ? 

その際に、広報として、このような柔らかいビラを

作ってみる

 提言５：橘さんが作ったような学級新聞を、YMCAなどに

掲示させてもらう事はできないか？



Q＆A



ありがとうございました！

ホームページ

https://www.vbtj.org/
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